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大
規
模
な
山
林
火
災
が
続

い
て
い
る
。
数
年
前
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
発
生
し
た
山

火
事
は
約
半
年
も
続
き
、
億

に
及
ぶ
動
物
が
焼
死
し
た
と

い
う
。
も
と
も
と
彼
の
地
で

は
自
然
発
火
に
よ
る
山
火
事

が
発
生
し
、
ユ
ー
カ
リ
な
ど

燃
え
や
す
い
樹
木
の
た
め
拡

大
し
易
い
▼
昨
年
か
ら
今
年

初
め
に
は
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ

島
や
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の

大
規
模
森
林
火
災
で
多
く
の

人
家
が
捲
き
込
ま
れ
焼
失
し

た
。
湿
度
の
高
い
日
本
で
も

年
間
１
２
０
０
件
ほ
ど
の
山

林
火
災
が
発
生
し
て
い
る
が

大
規
模
に
な
ら
ず
済
む
こ
と

が
多
か
っ
た
。
こ
こ
に
き
て

人
家
・
集
落
を
巻
き
込
み
、

し
か
も
同
時
多
発
す
る
山
火

事
が
発
生
し
て
い
る
▼
隣
国

の
韓
国
で
も
同
時
期
に
発
生

し
、
消
火
に
難
渋
し
て
い
る

報
が
流
れ
る
。高
温
や
乾
燥
、

強
風
な
ど
異
常
気
象
と
さ
れ

る
状
況
が
背
景
に
。
懸
命
の

消
火
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず

延
焼
・
拡
大
し
て
い
く
炎
を

見
な
が
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ

雨
が
降
る
こ
と
を
祈
る
し
か

な
か
っ
た
。
鎮
火
・
制
圧
を

報
じ
ら
れ
て
も
再
び
起
こ
る

こ
と
へ
の
不
安
は
消
え
な
い

▼
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
地
球

規
模
の
環
境
変
化
を
現
す
も

の
に
違
い
な
い
の
に
米
大
統

領
ト
ラ
ン
プ
は
一
州
知
事
の

対
策
の
問
題
だ
と
矮
小
化
す

る
。
地
球
温
暖
化
対
策
や
環

境
保
全
に
後
ろ
向
き
の
姿
勢

が
地
球
を
焼
き
尽
く
す
こ
と

に
な
ら
け
れ
ば
よ
い
が
！
今

日
も
ま
た
彼
の
咆
哮
に
身
の

毛
が
よ
だ
つ
。
　
（
Ｎ
・
Ａ
）

2026年度診療報酬改定要望
日
本
病
院
団
体
協
議
会
が

　
入
院
基
本
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
要
望

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
が
加
盟
す
る
「
日
本
病
院
団
体
協
議
会
（
日
病
協
）」
は
４
月
16
日
、「
令
和
８
年
度
（
２
０

２
６
年
度
）
診
療
報
酬
改
定
に
係
る
要
望
書
【
第
１
報
】」
と
取
り
ま
と
め
て
厚
生
労
働
省
へ
提
出
し
た
。
同
要
望
書

で
は
、
病
院
の
お
か
れ
て
い
る
窮
状
を
鑑
み
、
①
入
院
基
本
料
の
引
上
げ
、
②
診
療
報
酬
が
物
価
高
騰
や
人
件
費
高

騰
に
適
切
に
対
応
す
る
仕
組
み
の
導
入
、
③
人
員
配
置
を
基
本
要
件
と
し
た
従
来
型
の
診
療
報
酬
体
系
の
抜
本
的
な

見
直
し
、
④
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
係
る
費
用
に
対
す
る
適
切
な
評
価
、
⑤
入
院
時
食
事
療
養
費
に
対
す
る
継
続
的
か
つ

適
切
な
評
価
―
の
５
項
目
の
実
現
を
要
望
し
て
い
る
。
な
お
、
今
回
の
要
望
は
総
論
に
関
す
る
も
の
で
、
今
後
、
各

論
に
つ
い
て
も
第
２
報
で
要
望
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
第
１
報
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

令
和
８
年
度
（
２
０
２
６
年

度
）
診
療
報
酬
改
定
に
係
る

要
望
書
【
第
１
報
】

　
　
日
本
病
院
団
体
協
議
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
明
け
、
社
会
や
経
済
の
情

勢
も
大
き
く
変
化
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
や
円

安
、
ま
た
経
済
が
イ
ン
フ
レ

基
調
に
変
化
し
た
こ
と
で
、

物
価
高
騰
・
人
件
費
が
高
騰

す
る
さ
な
か
、
前
回
令
和
６

年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
診

療
報
酬
改
定
を
迎
え
た
。

　
総
務
省
が
令
和
７
年
１
月

24
日
発
表
し
た
令
和
６
年
度

（
２
０
２
４
年
度
）
消
費
者

物
価
指
数
（
総
合
指
数
）
は

２
０
２
０
年
を
１
０
０
と
し

て
１
０
８
・
５
で
あ
り
前
年

比
２
・
７
％
の
上
昇
だ
っ

た
。
ま
た
２
０
２
４
年
12
月

の
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ

Ｉ
、
２
０
２
０
年
＝
１
０

０
）
は
変
動
の
大
き
い
生
鮮

食
品
を
除
く
総
合
指
数
が
１

０
９
・
６
と
な
り
、
前
年
同

月
と
比
べ
て
３
・
０
％
上
昇

し
た
。
一
般
企
業
は
物
価
・

賃
上
げ
コ
ス
ト
増
を
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
価
格
に
転
嫁

で
き
る
が
、
我
々
医
療
機
関

は
コ
ス
ト
増
を
診
療
報
酬
に

上
乗
せ
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
令
和
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
率
が
０
・
88
％
と
低
く

抑
え
ら
れ
た
影
響
で
、
病
院

経
営
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
の

な
い
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。

　
病
院
医
療
は
地
域
社
会
の

最
も
需
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
一

つ
で
あ
る
。
例
え
ば
感
染
症

の
流
行
拡
大
や
、
不
測
の
自

然
災
害
等
に
際
し
て
も
、
地

域
医
療
を
破
綻
さ
せ
な
い
た

め
に
は
、
安
心
・
安
全
を
守

る
為
に
あ
る
程
度
余
裕
を
持

た
せ
た
診
療
報
酬
改
定
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
社
会
保
障
予
算
に
関
し

て
、「
社
会
保
障
関
係
費
の

伸
び
を
高
齢
化
の
伸
び
の
範

囲
内
に
抑
制
す
る
」
と
言
う

財
政
フ
レ
ー
ム
の
根
本
的
な

見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、

日
本
病
院
団
体
協
議
会
と
し

て
は
、
次
期
令
和
８
年
度

（
２
０
２
６
年
度
）
診
療
報

酬
改
定
に
於
い
て
、
以
下
の

５
項
目
に
つ
い
て
要
望
す

る
。

１
．
入
院
基
本
料
の
引
上
げ

　
諸
物
価
・
人
件
費
・
各
委

託
費
高
騰
、
建
築
費
高
騰
な

ど
医
療
提
供
に
必
要
と
な
る

コ
ス
ト
上
昇
分
に
対
し
て
、

病
院
経
営
の
持
続
性
を
確
保

し
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
維
持
し
、
患
者
へ

の
適
切
な
ケ
ア
を
継
続
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

入
院
基
本
料
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
要
望
す
る
。

２
．
診
療
報
酬
が
物
価
高
騰

や
人
件
費
高
騰
に
適
切
に

対
応
す
る
仕
組
み
の
導
入

　
基
本
的
に
２
年
に
１
度
の

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
物
価

・
人
件
費
高
騰
の
ス
ピ
ー
ド

に
対
応
出
来
な
い
為
、
病
院

経
営
が
悪
化
し
て
お
り
、
結

果
と
し
て
医
療
提
供
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る

リ
ス
ク
が
高
い
。
コ
ス
ト
上

昇
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
診

療
報
酬
上
の
新
た
な
仕
組
み

（
自
動
調
整
シ
ス
テ
ム
、
加

算
制
度
等
）
を
導
入
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

３
．
人
員
配
置
を
基
本
要
件

と
し
た
従
来
型
の
診
療
報

酬
体
系
の
抜
本
的
な
見
直

し
　
人
口
減
少
、
少
子
超
高
齢

社
会
の
到
来
に
よ
り
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
困
難
を

極
め
て
お
り
、
更
に
看
護
補

助
者
や
事
務
職
員
等
の
処
遇

は
、
一
般
企
業
の
賃
上
げ
に

は
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
他

業
種
へ
の
人
材
流
出
に
歯
止

め
が
掛
か
ら
な
い
。
従
来
の

「
人
員
配
置
基
準
あ
り
き
」

の
診
療
報
酬
体
系
を
柔
軟
化

し
、
医
療
提
供
実
施
の
質
や

ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
、（
医
療

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
質
を
維
持

す
る
為
の
）
プ
ロ
セ
ス
評
価

等
の
仕
組
み
を
、
段
階
的
に

導
入
す
る
事
を
要
望
す
る
。

４
．
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
係
る

費
用
に
対
す
る
適
切
な
評

価
　
医
療
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確

保
が
困
難
な
中
で
、
医
療
の

質
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

医
療
の
効
率
化
、
医
療
Ｄ
Ｘ

の
推
進
は
避
け
ら
れ
な
い
。

し
か
し
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

は
か
な
り
の
初
期
投
資
と
、

維
持
費
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
）、
人
材
育
成
が
必
要
と

な
る
。
電
子
カ
ル
テ
に
し
て

も
、
各
企
業
・
ベ
ン
ダ
ー
が

昨
今
の
物
価
高
騰
、
人
件
費

高
騰
の
影
響
で
シ
ス
テ
ム
・

機
器
更
新
に
際
し
て
、
巨
額

の
費
用
を
求
め
て
来
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
お
り
、
病
院
経

営
を
著
し
く
圧
迫
す
る
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
医

療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
係
る
費
用

に
対
し
て
は
、
適
切
に
評
価

す
る
仕
組
み
の
導
入
を
要
望

す
る
。

５
．
入
院
時
食
事
療
養
費
に

対
す
る
継
続
的
か
つ
適
切

な
評
価

　
令
和
６
年
度
（
２
０
２
４

年
度
）
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
約
30
年
ぶ
り
に
入
院
時

食
事
療
養
費
に
つ
い
て
、
一

食
当
た
り
30
円
の
プ
ラ
ス
評

価
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
食

材
費
・
人
件
費
高
騰
、
給
食

委
託
費
高
騰
を
踏
ま
え
、
期

中
改
定
（
中
間
年
改
定
）
と

し
て
、
更
に
一
食
あ
た
り
20

円
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
引
き
上
げ
を

加
味
し
て
も
各
医
療
機
関
に

お
け
る
給
食
部
門
は
ほ
ぼ
赤

字
の
状
態
か
ら
改
善
し
て
い

な
い
。
食
事
療
養
費
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
現
状
の
食
材

費
・
人
件
費
・
給
食
委
託
費

高
騰
に
見
合
う
適
切
な
評
価

を
要
望
す
る
。

◆
　
　
◆

今
泉
暢
登
志
先
生
を
悼
ん
で

　
　
　
　
　
全
国
公
私
病
院
連
盟

会
長
　
邉
見
公
雄

　
今
泉
暢
登
志
名
誉
会
長
の

訃
報
を
小
生
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
目
に
し
た
時
に
は

何
か
の
間
違
い
か
、
事
故
に

で
も
巻
き
込
ま
れ
た
の
か
、

病
気
と
は
無
関
係
で
は
な
い

か
と
半
信
半
疑
の
態
で
あ
っ

た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
理
事
会
に
は

当
連
盟
で
も
日
本
病
院
会
で

も
い
つ
も
お
顔
が
映
っ
て
い

た
の
で
、
牧
野
副
会
長
に
お

訪
ね
し
大
動
脈
解
離
と
お
伺

役
職
上
書
か
せ
て
い
た
だ

く
。

　
今
泉
先
生
は
、
１
９
６
３

年
（
昭
和
38
年
）
九
州
大
学

医
学
部
の
御
卒
業
、
第
１
外

科
入
局
、
そ
の
後
、
米
国
ユ

タ
州
立
大
学
へ
留
学
さ
れ
、

人
口
臓
器
の
研
究
に
従
事
、

帰
国
後
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
さ

れ
た
国
家
公
務
員
共
済
組
合

連
合
会
浜
の
町
病
院
の
手
術

室
長
に
就
任
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
唐
津
赤
十
字
病

院
の
外
科
部
長
や
副
院
長
、

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）

か
ら
福
岡
赤
十
字
病
院
の
院

長
に
。
２
０
０
７
年
（
平
成

19
年
）
か
ら
日
本
赤
十
字
社

病
院
長
連
盟
の
会
長
と
な
ら

れ
、
当
連
盟
の
副
会
長
に
な

ら
れ
た
。
当
連
盟
で
は
そ
の

４
年
前
か
ら
３
年
間
は
理

事
、
次
の
年
か
ら
1
年
間
は

常
務
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
た
。
日
本
病
院
会
で
は

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

か
ら
９
年
余
副
会
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
た
。

　
当
連
盟
は
篠
原
寛
休
会
長

が
会
議
中
に
脳
出
血
で
救
急

い
し
て
や
っ
と
腑
に
落
ち

た
。

　
健
康
そ
の
も
の
で
、「
奥

様
に
や
め
ろ
と
言
わ
れ
な
が

ら
自
動
車
も
運
転
し
て
い

る
」
と
お
聞
き
し
て
い
た
程

お
元
気
で
、
コ
ロ
ナ
で
少
し

出
不
精
に
な
っ
た
こ
と
以

外
、
ど
こ
も
悪
く
な
い
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
…
。

今
泉
先
生
を
偲
ぶ
文
を
書
く

こ
と
は
筆
が
進
ま
な
い
が
、

搬
送
後
も
意
識
が
戻
ら
ず
急

逝
、
そ
の
後
を
引
き
継
い
だ

高
橋
正
彦
会
長
が
神
経
難
病

と
苦
難
が
続
い
た
際
、
中
嶋

昭
先
生
と
九
州
へ
お
願
い
行

脚
し
て
今
泉
先
生
に
救
世
主

的
に
当
連
盟
の
会
長
に
御
就

任
い
た
だ
い
た
の
が
昨
日
の

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

　
ゴ
ル
フ
も
御
一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
き
移
動
理
事
会
で
復
活
と

の
矢
先
に
逝
か
れ
残
念
で
堪

ら
な
い
。
我
々
後
輩
が
今
泉

先
生
の
御
意
思
を
継
ぎ
、
当

連
盟
の
歴
史
を
輝
か
す
し
か

先
生
に
報
い
る
術
は
な
い
と

信
じ
る
今
日
此
の
頃
で
あ

る
。

　
今
泉
暢
登
志
先
生
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
安
ら

か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
連
盟
一
同
・

　
　
　
　
会
長
　
邉
見
公
雄

発　行　所

一般社団法人

全国公私病院連盟
東京都台東区寿4丁目15-7（〒111-0042）

　食品衛生センター7階

TEL03（6284）7180 FAX03（6284）7181

https://www.byo-ren.com/

編　　　集

全国公私病院連盟・広報委員会
毎月1日発行　年間購読料1,000円

（購読料は会費に含まれます）

今泉先生（撮影：2019年 6 月19日「定時総会」）

今泉先生の全国公私病院連盟での御略歴
　2003年 4月～ 2006年 5月　　理事
　2006年 5月～ 2007年 4月� 常務理事
　2007年 4月～ 2008年 3月　 副会長
　2008年 6月～ 2016年 6月　　顧問
　2016年 6月～ 2019年 6月　　会長
　2019年 6月～　　　　　　　　名誉会長
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震
災
か
ら
３
年
た
っ
た

２
０
１
４
年
、
私
は
原
発

事
故
被
災
地
近
く
の
市
立

病
院
の
院
長
に
就
任
し

た
。
大
学
の
部
活
の
先
輩

か
ら
日
医
ニ
ュ
ー
ス
の
勤

務
医
の
頁
へ
の
投
稿
依
頼

が
あ
り
、
今
で
言
う
『
医

師
少
数
区
域
』
で
、
２
０

１
２
年
に
は
原
発
事
故
の

影
響
で
臨
床
研
修
医
が
一

人
も
採
用
で
き
な
か
っ
た

悲
哀
と
、
大
学
に
医
師
派

遣
を
要
請
し
て
も
所
詮
無

い
物
ね
だ
り
で
あ
る
こ

と
、
自
前
で
研
修
医
を
集

め
て
育
て
る
し
か
医
師
不

足
に
対
す
る
解
決
策
が
な

い
こ
と
を
綴
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
11
年
、
原
発

事
故
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
す
る
よ
う
、
医
学

生
、
若
手
医
師
に
対
す
る

積
極
的
な
リ
ク
ル
ー
ト
活

動
を
始
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
た
広
報
活
動
を

展
開
、
老
朽
化
し
た
病
院

の
建
て
替
え
も
功
を
奏

し
、
毎
年
研
修
医
は
フ
ル

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
呼
吸
器
内
科
医
も
感

染
症
専
門
医
も
い
な
い
中

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ル
ス

感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
重
点
基
幹
施
設
と
し
て

乗
り
切
り
、
一
息
つ
い
た

か
と
思
え
ば
今
度
は
『
医

師
偏
在
是
正
』な
し
の『
医

師
の
働
き
方
改
革
』
が
や

っ
て
き
た
。

　
同
じ
仕
事
量
を
、
少
な

い
時
間
で
こ
な
す
に
は
労

働
者
の
頭
数
が
必
要
だ
。

医
師
の
偏
在
を
是
正
せ
ず

に
労
働
時
間
を
減
ら
す
こ

と
は
所
詮
無
理
で
あ
る
。

国
の
や
る
こ
と
は
い
つ
も

無
理
難
題
を
我
々
に
押
し

付
け
て
く
る
。

　
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
っ

た
に
せ
よ
、
大
学
医
局
は

医
師
の
少
な
い
過
疎
地
域

に
も
医
師
を
供
給
し
て
い

た
。
従
来
の
医
局
制
度
の

崩
壊
に
よ
り
、
地
域
医
療

に
対
す
る
医
師
供
給
に
責

任
を
持
つ
部
署
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
で
対
処
で

き
る
ほ
ど
、
こ
の
国
の
医

師
は
職
業
的
良
心
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
。
ノ
ブ

レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
（n

oblesse oblige

）
な

ど
と
い
う
言
葉
も
、
も
は

や
死
語
と
化
し
た
。

　
ほ
ん
の
少
し
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
で
人
事
院

勧
告
並
の
賃
上
げ
を
さ

せ
、
お
ま
け
に
こ
の
物
価

高
騰
、
社
会
主
義
経
済
で

あ
る
診
療
報
酬
制
度
で
は

価
格
転
嫁
で
き
ず
、
病
院

の
赤
字
は
ど
ん
ど
ん
増
え

る
ば
か
り
。
本
連
盟
の
令

和
６
年
病
院
運
営
実
態
分

析
調
査
で
も
、
な
ん
と
赤

字
病
院
の
割
合
は
回
答
５

７
８
病
院
の
80
・
１
％（
う

ち
自
治
体
病
院
で
は
94
・

５
％
）、
前
年
比
で
３
・
２

％
も
増
え
た
。

　
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
世
界
各
国
に
押
し
付
け

て
い
る
無
理
難
題
、
相
互

関
税
政
策
で
今
後
世
界
の

経
済
が
ど
う
推
移
す
る
の

か
門
外
漢
の
私
に
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
社
会
保

障
へ
の
投
資
は
、
人
へ
の

投
資
、
長
い
目
で
見
れ
ば

経
済
の
活
性
化
、
国
力
を

増
強
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
は
ず
で
あ
る
。

　
国
は
何
を
目
指
し
て
い

く
の
か
、
歴
史
上
最
大
の

国
難
と
言
わ
れ
る
人
口
減

少
社
会
の
中
で
、
為
政
者

の
力
量
が
問
わ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

（
い
わ
き
市
医
療
セ
ン
タ

ー
　
い
わ
き
市
病
院
事
業

管
理
者
）

無 

理 

難 

題

連
盟
　
常
務
理
事

　
新
　
谷
　
史
　
明

邉見会長、病院の窮状を訴える

～ 立憲民主党のＷＴで ～

立憲民主党ＷＴのもよう

　
中
医
協
の
「
診
療
報
酬
改

定
結
果
検
証
部
会
」
が
４
月

９
日
に
開
催
さ
れ
「
精
神
医

療
等
の
実
施
状
況
調
査
」
の

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
病
院

調
査
の
有
効
回
収
数
は
３
３

０
件
。
主
な
調
査
結
果
は
以

下
の
と
お
り
。

施
設
調
査
（
病
院
）

　
①
施
設
概
要

　
・
精
神
科
病
棟
の
入
院
料

に
つ
い
て
は
「
精
神
療
養
病

棟
入
院
料
」
が
42
・
１
％
で

最
も
多
い
。

　
②
救
急
体
制

　
・
救
急
告
示
の
有
無
を
み

る
と
「
救
急
告
示
あ
り
」
が

39
・
１
％
、「
救
急
告
示
な

％
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
常
時
対
応
型
施
設
」
が
20

・
５
％
で
あ
っ
た
。

　
③
土
日
・
時
間
外
の
受
入

状
況

　
・
精
神
科
の
入
院
患
者
を

土
日
含
め
24
時
間
受
け
入
れ

る
こ
と
が
「
自
院
か
か
り
つ

け
の
患
者
の
み
受
け
入
れ
が

可
能
」
は
25
・
５
％
、「
自
院

か
か
り
つ
け
の
患
者
以
外
の

受
け
入
れ
も
可
能
」
は
40
・

６
％
、「
不
可
能
」
は
31
・
８

％
で
あ
っ
た
。

　
・
自
院
か
か
り
つ
け
患
者

の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
理

由
は
「
精
神
科
の
医
師
が
不

足
し
て
い
る
た
め
」
が
最
も

多
く
70
・
５
％
で
あ
っ
た

　
④
入
退
院
支
援
部
門
の
状

況　
・
入
退
院
支
援
及
び
地
域

し
」
が
53
・
６
％
で
あ
っ
た
。

　
精
神
科
病
院
で
は
「
救
急

告
示
な
し
」
が
77
・
６
％
、

精
神
科
を
有
す
る
特
定
機
能

病
院
で
は「
救
急
告
示
あ
り
」

が
86
・
５
％
で
あ
っ
た
。

　
・
精
神
科
救
急
医
療
体
制

整
備
事
業
へ
の
参
加
の
有
無

に
つ
い
て
は
「
参
加
し
て
い

る
」
が
63
・
６
％
、「
参
加
し

て
い
な
い
」
が
33
・
３
％
で

あ
っ
た
。

　
精
神
科
病
院
で
は
「
参
加

し
て
い
る
」
が
76
・
６
％
、

精
神
科
を
有
す
る
特
定
機
能

病
院
で
は
「
参
加
し
て
い
な

い
」
が
67
・
６
％
で
あ
っ
た
。

　
・
精
神
科
救
急
医
療
体
制

整
備
事
業
に
「
参
加
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
２
１
０
施

設
に
お
け
る
種
別
は
「
病
院

群
輪
番
型
施
設
」
が
67
・
１

連
携
業
務
を
担
う
部
門
の
設

置
有
無
に
お
い
て
、
３
３
０

施
設
の
う
ち
「
設
置
し
て
い

る
」
は
76
・
１
％
、「
設
置
し

て
い
な
い
」
は
22
・
１
％
で

あ
っ
た
。

　
⑤
精
神
科
入
退
院
支
援
加

算
の
算
定
状
況

　
・
精
神
科
入
退
院
支
援
加

算
の
算
定
状
況
に
お
い
て
、

３
３
０
施
設
の
う
ち
「
届
出

あ
り
」
は
26
・
４
％
、「
届
出

の
予
定
は
な
い
」
は
66
・
４

％
で
あ
っ
た
。

　
・
精
神
科
入
退
院
支
援
加

算
の
届
出
を
し
て
い
な
い
理

由
は
「
看
護
師
等
の
配
置
が

困
難
で
あ
る
た
め
」
が
最
も

多
く
74
・
４
％
で
あ
っ
た
。

　
⑥
精
神
科
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
入
院
料

　
・
精
神
科
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
入
院
料
の
届
出
有
無
に

つ
い
て
「
届
出
あ
り
」
は
２

・
７
％
、「
届
出
は
な
い
が
届

出
予
定
」
が
３
・
０
％
、「
届

出
の
予
定
は
な
い
」
が
92
・

４
％
で
あ
っ
た
。

　
⑦
精
神
科
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
入
院
料

　
・
当
該
入
院
料
を
届
け
出

て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て

「
満
た
す
こ
と
が
難
し
い
要

件
が
あ
る
」
は
74
・
８
％
で

あ
っ
た
。
満
た
す
こ
と
が
難

し
い
要
件
と
し
て
は
、「
病

棟
の
１
日
に
看
護
を
行
う
看

護
職
員
、
作
業
療
法
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
及
び
公
認
心

理
師
の
数
が
、
常
時
、
当
該

病
棟
の
入
院
患
者
の
数
の
13

対
１
以
上
で
あ
る
こ
と
」
と

「
措
置
入
院
患
者
等
を
除
い

た
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の

う
ち
７
割
以
上
が
、
入
院
し

た
日
か
ら
６
月
以
内
に
退
院

し
、
自
宅
等
へ
移
行
す
る
こ

と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
49
・
１
％

と
最
も
多
か
っ
た
。

　
⑧
心
理
支
援
加
算

　
・
心
理
支
援
加
算
の
算
定

に
あ
た
っ
て
の
課
題
に
つ
い

て
、
算
定
件
数
が
１
件
以
上

で
あ
っ
た
１
０
２
施
設
の
う

ち
「
対
象
と
な
る
患
者
の
基

準
に
該
当
し
な
い
が
、
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
が

い
る
」
は
63
・
７
％
、
次
い

で
「
２
年
を
超
え
て
支
援
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
」

は
59
・
３
％
、「
月
２
回
以
上

の
支
援
を
行
う
場
合
が
あ

る
」
40
・
７
％
で
あ
っ
た
。

　
⑨
精
神
科
訪
問
看
護
の
状

況　
・
精
神
科
訪
問
看
護
の
実

施
に
つ
い
て
は
「
病
院
が
行

っ
て
い
る
」
が
46
・
４
％
、

「
行
っ
て
い
な
い
」
が
32
・

１
％
で
あ
っ
た
。

　
・
精
神
科
訪
問
看
護
に
携

わ
る
職
員
数
に
つ
い
て
は

「
保
健
師
・
看
護
師
」
が
平
均

３
・
３
人
で
最
も
多
か
っ
た
。

　
⑩
身
体
的
拘
束
を
予
防
・

最
小
化
す
る
取
組
の
状
況

　
・
身
体
的
拘
束
を
予
防
・

最
小
化
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
策
定
の
有
無
に
つ

い
て
は
「
策
定
あ
り
」
が
94

・
２
％
、「
策
定
な
し
」
が
５

・
２
％
で
あ
っ
た
。

　
・
院
内
に
お
け
る
身
体
的

拘
束
の
実
施
・
解
除
基
準
の

策
定
の
有
無
に
つ
い
て
は

「
策
定
あ
り
」
が
89
・
４
％
、

「
策
定
な
し
」
が
９
・
７
％

で
あ
っ
た
。

　
・
身
体
的
拘
束
を
予
防
・

最
小
化
す
る
た
め
の
具
体
的

な
取
組
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
院
内
の
身
体
的
拘
束
の
実

施
状
況
の
把
握
」
が
89
・
４

％
、「
行
動
制
限
最
小
化
委

員
会
の
設
置
」
が
87
・
３
％

で
あ
っ
た
。

　
立
憲
民
主
党
の
「
第
３
回

公
立
・
公
的
病
院
改
革
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
」（
座
長
＝

岡
本
充
功
・
衆
議
院
議
員
）

が
４
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、

全
国
公
私
病
院
連
盟
の
邉
見

公
雄
会
長
が
出
席
し
て
病
院

経
営
の
窮
状
を
訴
え
た
。
他

に
は
、
岩
手
県
医
療
局
の
小

原
重
幸
局
長
が
岩
手
県
立
病

院
の
経
営
が
逼
迫
し
て
い
る

状
況
を
説
明
し
た
。

中
医
協
・
検
証
調
査

精
神
医
療
等
実
施
状
況

全国公私病院連盟

ハワイ医療視察研修団募集のお知らせ

当連盟海外医療視察研修団につきましては、令和 2 年より中止

しておりましたが、今回ハワイ研修のみ再開させていただくこと

となりました。ぜひ皆様のご参加をお待ち申し上げております。

１．期 日：令和７年 11 月 23 日（日）～11 月 28 日（金）

２．募集人員：２５名程度（最少催行人員 10 名）

３．旅行費用：５７５,０００円 《10 名様以上の場合》

４９６,０００円 《15 名様以上の場合》

４２５,０００円 《20 名様以上の場合》

３９８,０００円 《25 名様以上の場合》

４．申込締切： 令和 7年 6月 30 日（月）

５．視察先（予定）： The Queenʻs Medical Center

クィーンズメディカルセンターは、医療の質の高さに定評が

あり、米国で優れた病院として数多くの認証を受けている総合

病院です。優れた医療機関を認証する米国の JC から認証を受

けているほか、米国で優れた看護師教育プログラムを提供する

医療機関を認証する ANCC（全米の 6％の病院のみ取得）からも

認証されています。

特にがん治療では、優れた医療提供のほかに、患者・家族の

心理的・経済的サポートを行う「キャンサーナビゲーション」

を構築し信頼を集めています。

◆ 研修の詳細や参加の申込方法は、全国公私病院連盟ホームペー

ジの新着情報からご覧ください。

全国公私病院連盟ホームページ https://www.byo-ren.com/

◆ お問合せ e-mail アドレス info＠byo-ren.com
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全
国
公
私
病
院
連
盟 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書（
案
）

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書（
案
）

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
で
は
「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
書
」
に
基
づ
き
諸
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
（
案
）」
の
概
要
を
掲
載

し
ま
す
。
な
お
、
同
報
告
書
（
案
）
は
、
６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
る
「
令
和
7
年

度
（
第
65
回
）
全
国
公
私
病
院
連
盟
定
時
総
会
」
に
諮
ら
れ
ま
す
。

日　
会
場
＝
全
国
都
市
会
館

　
参
加
＝
53
名

　
③
第
32
回
「
医
療
事
故
防

止
セ
ミ
ナ
ー
」

　
期
日
＝
令
和
６
年
11
月
28

日　
会
場
＝
全
国
都
市
会
館

　
参
加
＝
67
名

　
④
第
20
回
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ
ミ

ナ
ー
」

　
期
日
＝
令
和
７
年
２
月
27

日　
会
場
＝
全
国
都
市
会
館

　
参
加
＝
１
３
８
名

９
．
保
険
事
業
の
推
進

　
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
加
入
数
は
、
病
院
賠

償
責
任
保
険
等
２
０
３
８

（
う
ち
勤
務
医
個
人
1
０
９

６
）、
居
宅
事
業
者
総
合
保

険
等
１
７
８
と
な
っ
た
。

10
．
医
療
関
係
団
体
と
の
連

携
強
化

　
本
連
盟
が
加
盟
す
る
日
本

病
院
団
体
協
議
会（
日
病
協
）

を
始
め
、
日
病
協
を
構
成
す

る
各
病
院
団
体
、
そ
の
他
の

医
療
関
係
団
体
と
の
連
携
強

化
に
努
め
た
。

11
．
そ
の
他

　
本
連
盟
が
令
和
６
年
７
月

11
日
に
創
立
60
周
年
を
迎
え

た
こ
と
を
記
念
し
、
同
日
に

「
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
」

（
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
）

に
お
い
て
「
記
念
式
典
」
を

開
催
し
た
。
当
日
は
松
本
吉

郎
先
生（
日
本
医
師
会
会
長
）

の
「
記
念
講
演
」
が
行
わ
れ

た
後
、招
待
者
を
交
え
て「
記

念
祝
賀
会
」
を
開
催
し
た
。

令
和
6
年
度�

�

事
業
報
告
書
案

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
で

は
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画

書
に
基
づ
き
下
記
の
諸
活
動

を
展
開
し
た
。

　
　
　
記

１
．
診
療
報
酬
改
定
対
策
運

動
の
推
進

　
本
連
盟
で
は
、
医
療
従
事

者
の
処
遇
改
善
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

賃
上
げ
に
加
え
諸
物
価
の
高

騰
に
相
当
す
る
費
用
を
診
療

報
酬
に
上
積
み
す
る
よ
う
要

望
し
て
き
た
が
、
政
府
、
厚

労
省
の
対
応
は
期
待
外
れ
に

終
わ
っ
た
。

　
診
療
報
酬
は
公
定
価
格
で

あ
る
が
、
現
在
直
面
す
る
急

激
な
物
価
高
騰
を
診
療
報
酬

に
反
映
す
る
仕
組
み
が
な
い

上
に
、
他
産
業
の
よ
う
に
価

格
転
嫁
も
で
き
な
い
こ
と
が

病
院
経
営
の
悪
化
に
拍
車
を

掛
け
、
将
来
的
な
設
備
投
資

計
画
等
に
も
支
障
を
来
た
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
医
療
界
に
お
い
て

も
労
働
人
口
の
減
少
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
現
行
の
診
療

報
酬
制
度
で
は
専
門
職
の
職

員
を
配
置
で
き
て
初
め
て
算

定
が
で
き
る
方
式
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
容
易
に

は
増
収
が
見
込
め
ず
厳
し
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
連
盟
で
は
、
会
員
病
院

等
を
対
象
に
「
令
和
６
年
病

院
運
営
実
態
分
析
調
査
」

（
令
和
６
年
６
月
調
査
）
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
80
・
１

％
の
病
院
（
集
計
対
象
５
７

８
病
院
の
う
ち
４
６
３
病

院
）
が
赤
字
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
状
況
が

さ
ら
に
悪
化
す
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
こ
と
を
厚
労
省
は

じ
め
関
係
各
所
に
訴
え
た
。

２
．
医
療
提
供
体
制
対
策
の

推
進

　
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

等
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
特
に
地
方
の
病
院
で
医

師
確
保
が
一
層
困
難
に
な
り

地
域
医
療
を
維
持
で
き
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
実
効
性
（
即
効
性
）
の

あ
る
医
師
の
偏
在
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療

の
確
保
に
支
障
が
生
じ
な
い

た
め
の
必
要
な
配
慮
を
講
じ

る
よ
う
、
政
府
、
厚
労
省
な

ど
に
要
望
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
Ｄ
Ｘ
が
今
後

さ
ら
に
展
開
し
重
要
性
が
増

す
な
か
、
ソ
フ
ト
の
改
変
や

機
種
更
新
な
ど
で
多
額
の
病

院
負
担
が
健
全
な
医
療
活
動

を
圧
迫
し
て
い
る
電
子
カ
ル

テ
と
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
費

用
の
公
的
支
援
を
行
う
よ

う
、
政
府
、
厚
労
省
な
ど
に

要
望
し
た
。

３
．
病
院
経
営
改
善
対
策
の

推
進

　
病
院
経
営
改
善
対
策
に
つ

い
て
は
、
病
院
経
営
改
善
の

一
助
と
な
る
よ
う
病
院
関
係

者
の
知
識
向
上
を
目
的
と
し

た
「
診
療
報
酬
請
求
事
務
セ

ミ
ナ
ー
」
お
よ
び
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
対

策
を
講
じ
た
。

　
ま
た
、
消
費
税
は
最
終
消

費
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
原

則
だ
が
、
医
療
に
お
い
て
は

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
た
め

病
院
の
負
担
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
分
は
診
療
報
酬
に

加
算
し
て
補
填
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
検
証

で
は
未
だ
に
バ
ラ
つ
き
が
あ

り
、
精
度
に
お
い
て
も
信
頼

性
に
欠
け
て
い
る
の
で
、
医

療
に
掛
か
る
控
除
対
象
外
消

費
税
は
課
税
と
す
る
こ
と
を

令
和
６
年
６
月
13
日
に
厚
労

省
へ
、
同
年
11
月
21
日
に
自

民
党
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

４
．
調
査
活
動
の
推
進

　
調
査
活
動
に
つ
い
て
は
、

毎
年
６
月
を
調
査
対
象
月
と

し
て
い
る
「
病
院
運
営
実
態

分
析
調
査
」
を
実
施
し
、
令

和
７
年
２
月
に
「
令
和
６
年

病
院
運
営
実
態
分
析
調
査

（
令
和
６
年
６
月
調
査
）
の

概
要
」
を
取
り
ま
と
め
公
表

す
る
と
と
も
に
、
同
年
３
月

に
報
告
書
「
病
院
経
営
実
態

調
査
報
告
」「
病
院
経
営
分

析
調
査
報
告
」
お
よ
び
「
病

院
概
況
調
査
報
告
書
」
を
発

刊
し
た
。

５
．
要
望
・
調
査
結
果
の
公

表
　
以
下
の
要
望
、
調
査
結
果

等
の
公
表
を
行
っ
た
。

（
１
）
要
望
等

　
①
「
令
和
６
年
度
（
第
65

回
）
定
時
総
会
『
決
議
』」

　
要
望
日
＝
令
和
６
年
６
月

13
日

　
要
望
先
＝
厚
労
省
（
大
臣

・
副
大
臣
・
政
務
官
以
下
関

係
局
長
・
審
議
官
・
課
長
）、

中
医
協
委
員
、
自
民
党
・
公

明
党
、
衆
参
議
院
厚
生
労
働

委
員
会
委
員
な
ど

　
②
「
令
和
７
年
度
税
制
改

正
要
望
に
つ
い
て
」

　
要
望
日
＝
令
和
６
年
８
月

21
日

　
要
望
先
＝
厚
労
省
・
政
策

統
括
官

　
③
「
令
和
７
年
度
予
算
・

税
制
改
正
及
び
一
般
政
策
に

関
す
る
要
望
」

　
要
望
日
＝
令
和
６
年
11
月

21
日

　
要
望
先
＝
自
民
党

（
２
）
調
査
結
果
の
公
表

　
①「
令
和
６
年 

病
院
運
営

実
態
分
析
調
査
（
令
和
６
年

６
月
調
査
）
の
概
要
」

　
公
表
日
＝
令
和
７
年
２
月

21
日

　
公
表
先
＝
厚
労
省
（
大
臣

・
副
大
臣
・
政
務
官
以
下
関

係
局
長
・
審
議
官
・
課
長
）、

中
医
協
委
員
、
自
民
党
・
公

明
党
、
衆
参
議
院
厚
生
労
働

委
員
会
委
員
な
ど

６
．
広
報
活
動
の
推
進

　
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

毎
月
「
広
報
委
員
会
」
を
開

催
し
て
内
容
の
充
実
を
行
い

な
が
ら
「
公
私
病
連
ニ
ュ
ー

ス
」
を
第
５
４
８
号
か
ら
第

５
５
９
号
ま
で
12
回
発
行

し
、
本
連
盟
の
諸
活
動
の
状

況
お
よ
び
最
新
の
医
療
界
の

情
報
な
ど
を
提
供
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
に
は
本
連
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
て

本
連
盟
の
諸
活
動
を
よ
り
広

く
周
知
す
る
と
と
も
に
、各
種

セ
ミ
ナ
ー
や
新
規
事
業
で
あ

る「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

の
募
集
に
お
い
て
一
定
の
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、
参
集
形
式
の
「
理

事
会
」「
総
会
」
終
了
後
に
は

「
記
者
会
見
」
を
開
催
し
、

本
連
盟
の
活
動
の
周
知
に
努

め
た
。

７
．
国
民
の
健
康
会
議

　
国
民
に
対
し
て
医
療
の
諸

問
題
に
つ
い
て
関
心
を
高
め

理
解
を
得
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
令
和
６
年
10
月
２
日
に

第
34
回「
国
民
の
健
康
会
議
」

を
「
苦
悩
す
る
医
療
界
～
人

な
し
・
金
な
し
・
薬
な
し
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
教
育
会

館
「
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
」
に
お

い
て
開
催
し
、
市
民
を
は
じ

め
医
療
関
係
者
・
団
体
な
ど

１
５
２
名
が
参
加
し
た
。

８
．
研
修
活
動
の
推
進

　
研
修
活
動
に
つ
い
て
は
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
①
第
34
回
「
診
療
報
酬
請

求
事
務
セ
ミ
ナ
ー
」

　
期
日
＝
令
和
６
年
７
月
26

日　
会
場
＝
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
研
修
セ

ン
タ
ー
日
本
橋

　
参
加
＝
１
３
１
名

　
②
第
35
回
「
看
護
管
理
セ

ミ
ナ
ー
」

　
期
日
＝
令
和
６
年
10
月
25

第34回「国民の健康会議」のもよう（10月 2 日）

連盟創立60周年記念式典のもよう（ 7月11日）
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一
冊
目
は
『
藍
を
継
ぐ

海
』
伊
予
原
新
著
（
新
潮

社
）、
直
木
賞
受
賞
作
品

で
あ
る
。
賞
の
作
品
は
ミ

ー
ハ
ー
的
な
の
で
暫
く
間

を
置
く
と
い
う
読
書
ル
ー

ル
を
ま
た
破
っ
た
の
は

「
藍
」
は
阿
波
徳
島
の
物

語
と
思
っ
た
か
ら
。
私
は

育
っ
た
徳
島
県
の
交
流
大

使
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る

の
で
…
。
し
か
し
５
つ
の

短
編
か
ら
成
り
「
藍
」
は

最
後
で
あ
っ
た
。
目
次
が

無
か
っ
た
の
で
い
つ
出
て

来
る
の
か
４
編
を
読
み
終

わ
っ
て
判
っ
た
。

　
１
編
目
は
「
夢
化
け
の

島
」。
山
口
県
萩
沖
の
見

島
で
の
地
質
学
者
の
女
性

と
、
笠
間
か
ら
祖
父
や
父

の
ル
ー
ツ
の
萩
焼
の
陶
土

を
求
め
て
旅
す
る
男
２
人

が
島
へ
の
高
速
船
で
知
り

合
い
、
島
の
粘
土
を
探
す

物
語
。
２
編
目
は
「
狼
犬

ダ
イ
ア
リ
ー
」。
舞
台
は

奈
良
県
東
吉
野
村
。
絶
滅

し
た
オ
オ
カ
ミ
を
探
す
物

語
。
主
人
公
は
パ
ニ
ッ
ク

障
害
か
ら
逃
れ
る
べ
く
散

村
、
奈
良
と
三
重
の
県
境

“
大
高
の
山
”
近
く
に
移

住
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
仕
事
を

し
て
い
る
女
性
で
あ
る
。

村
の
人
々
と
の
触
れ
合

い
。
小
生
も
昔
近
く
に
赴

任
し
て
い
た
の
で
懐
か
し

い
。
３
編
目
は
「
祈
り
の

破
片
」。
物
語
は
長
崎
県

彼
杵
地
方
の
空
き
家
に
あ

る
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
製
品

や
陶
磁
器
、
こ
れ
が
被
爆

資
料
で
は
と
、
町
役
場
の

空
き
家
担
当
職
員
が
持
ち

主
を
調
べ
、
浦
上
天
主
堂

と
の
関
係
な
ど
連
鎖
的
に

人
物
が
繋
が
る
ス
ト
ー
リ

ー
で
あ
る
。
４
編
目
は

「
星
隕
つ
駅
逓
」で
あ
る
。

北
海
道
遠
軽
へ
の
隕
石
と

閉
鎖
間
近
の
駅
逓
に
関
わ

る
地
域
の
人
間
模
様
で
あ

る
。“
駅
逓
”と
い
う
の
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
少
し

賢
く
な
っ
た
気
が
し
た
。

東
京
一
極
集
中
で
廃
村
に

な
る
地
域
の
歴
史
を
残
そ

う
と
苦
悶
す
る
人
達
が
主

人
公
。

　
５
編
目
が
読
み
た
か
っ

た
「
藍
を
継
ぐ
海
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
徳
島
県
南
部

の
海
辺
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
ビ
ー
チ
を
描
い
た

物
語
。
海
亀
の
博
物
館
へ

は
高
校
時
代
に
行
っ
た
こ

と
も
あ
り
身
近
な
話
で
あ

る
。
祖
父
の
元
漁
師
と
２

人
で
暮
ら
す
中
学
生
の
女

の
子
の
物
語
で
あ
る
。
人

間
が
造
る
堤
防
が
産
卵
を

妨
げ
て
い
る
現
実
や
自
然

保
護
の
難
し
さ
、
藍
色
の

黒
潮
の
海
が
西
太
平
洋
に

繫
が
っ
て
い
る
と
い
う
話

で
あ
る
。
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ

ン
グ（
漂
流
物
収
集
観
察
）

を
す
る
カ
ナ
ダ
西
海
岸
の

島
ハ
イ
ダ
ー
グ
ワ
イ
出
身

の
青
年
も
彩
を
添
え
る
。

九
州
、
四
国
、
北
海
道
各

１
、
本
州
２
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
構
成
。
大
都
市
が

出
て
来
な
い
地
方
大
好
き

の
小
生
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の

本
で
あ
っ
た
。

推
薦
者
：
邉
見
公
雄
（
全

国
公
私
病
院
連
盟
会
長
、

赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
）

　
　
　
◆
　
　
◆
　
　
　

　
２
冊
目
の
横
倉
日
本
医

師
会
名
誉
会
長
『
未
来
の

医
療
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ

ー
た
ち
へ
』（
日
本
医
療

企
画
）と
日
本
歯
科
医
師
会

会
長
・
高
橋
英
登
先
生
の

『「
ず
っ
と
元
気
」を
か
な

え
る
歯
科
患
者
学
』
は
紙

面
の
関
係
で
次
号
以
降
に

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
本
を
送
っ
て
い
た
だ
い

て
日
が
経
っ
て
い
る
の
で

申
し
訳
な
い
気
持
ち
一
杯

な
が
ら
…
。

今
月
は
3
冊（
実
は
1
冊
5
編
）

『
藍
を
継
ぐ
海
』

　
　
伊
予
原
新
／
著

　
　
　
新
潮
社
／
刊 

全国公私病院連盟の会員病院向け保険制度のご案内

「ハラスメント」 「雇用問題」 に対する備えは万全ですか？

雇用上の差別・各種ハラスメント・不当解雇等、雇用慣行に関連  

する賠償請求のケースは多岐に渡ります。 

また、雇用慣行賠償リスクはマネジメントレベルの管理では防ぎき 

れない性質が強く、有事の際の費用や、対応体制の構築も同時 

にご検討されることをおすすめします。 

労働災害補償制度とは別に、民法上の責任が発生した

場合の高額補償に備えませんか？

労働災害に認定された場合であって、その災害について事業主 

の過失をめぐって争われるような場合は、民法上の損害賠償責 

任が問題となるケースが増えています。 

保険期間：2024 年 11 月 1 日～2025 年 11 月 1 日 

     ※いつからでも中途加入が可能です。 

★ 保険の詳しい内容は、パンフレットを「全国公私病院連盟
ホームページ（https://www.byo-ren.com）」の
「保険のご案内」に掲載しておりますのでご欄ください。
右記のＱＲコードからのアクセスも可能です。

SJ24-05793 2024/08/07

損害保険ジャパン 株式会社

〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1 

TEL 03-3349-5113  

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで

< お 問 合 せ 先 >

取扱代理店           引受保険会社

株式会社 公私病連共済会

〒111-0042 東京都台東区寿 4-15-7 

          食品衛生センター7階 

TEL 03-5830-6193 FAX 03-5830-6194 

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで 

第 35 回「診療報酬請求事務セミナー」ご案内

全国公私病院連盟では、「 第 35 回診療報酬請求事務セミナー 」を開

催します。病院関係職員皆様のご参加をお待ちしております。 

(株)ASK梓診療報酬研究所 代表取締役  中林 梓 先生講師

(株)リンクアップラボ 代表取締役 酒井 麻由美 先生講師

講演 1
180分

講演 2
  120分

※収録日：6月4日

※収録日：6月3日

第35回診療報酬請求事務セミナー

令和 7 年7月1日(火)～ 7月31日(木）視聴期間

WEBセミナー（オンデマンド配信）

【視聴時の注意事項】
職場やご自宅で視聴できます。スマートフォンやタブレットでもご視聴いただけます。
期間中は同一施設内であれば、何名様でも何度でもご視聴いただけます。
録画のため講師への質疑応答はできませんので、ご了承ください。
資料はPDFで公開予定です。ダウンロード・プリントアウトしてご利用ください。
動画及び資料の無断転載や複製等を禁止します。
視聴機器、インターネット環境はご自身でご用意ください。

・本連盟HP内のＷｅｂフォームよりお申込ください。
・4/30までに申込の方に限り、中林先生・酒井先生への質問を皆様から事前に募ります。
・申込受付後、５営業日以内にメールにて請求書と質問専用フォームURLをご案内いたします。
・全ての質問に回答できない場合もございますので、ご了承ください。
・質問締切後、視聴期間中もお申し込みは可能です。

申 込 方 法

全国公私病院連盟

下記団体に加盟している病院（会員病院）1施設につき 11,000円（税込）

上記団体以外の病院（非会員病院） 1施設につき 13,200円（税込）

申込・振込期限

参 加 費 用

視聴期間終了日まで申込・振込可能

※配信期間が前後する場合がございます。

・全国自治体病院協議会
・日本赤十字社病院長連盟
・日本私立病院協会

・全国公立病院連盟
・全国済生会病院長会
・日本公的病院精神科協会

・全国厚生農業協同組合連合会
・岡山県病院協会

お問合せ先 〒111-0042 東京都台東区寿4-15-7 食品衛生センター7階
Mali : seminar@byo-ren.com

2024年度診療報酬改定の振り返りとその後発出された変更通知や
疑義解釈、期中改定の内容と対応策

精神科医療の2024年改定の振り返りと2026年改定に向けた対応策

令和８年度診療報酬改定に向けた主な検討スケジュール（案）

■中医協総会

■専門部会
・診療報酬改定結果検証部会

・薬価専門部会

・保険医療材料専門部会

・費用対効果評価専門部会

■小委員会など
・診療報酬調査専門組織

・入院・外来医療等の
調査・評価分科会

・医療技術評価分科会

・調査実施小委員会

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
令和７年 令和８年

キックオフ
諮問・答申・
附帯意見

医療経済実態調査実施 公表

その１シリーズ

とりまとめ
総会報告

その２以降シリーズ

議論

技術提案書募集 提案書評価
とりまとめ

先進医療会議 総会報告

とりまとめ
総会報告

とりまとめ
総会報告

とりまとめ
総会報告

議論、業界意見聴取

総会報告 調査票等の検討 年度調査実施 秋総会報告

・医療機関を
取り巻く状況

・医療提供体制

材料価格調査実施 総会報告

薬価調査実施 総会報告

※なお、令和８年度診療報酬改定に向けては、分科会からの報告は総会へ行い、総会でその内容について議論を深めることとする。

議論、業界意見聴取

議論、業界意見聴取

　
４
月
９
日
の
中
医
協
「
総

会
」
に
「
令
和
８
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」
が
示
さ
れ
た
。

　
現
在
「
診
療
報
酬
改
定
結

果
検
証
部
会
」
で
令
和
６
年

度
改
定
に
係
る
検
証
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
「
薬

価
専
門
部
会
」
で
薬
価
調
査

を
実
施
し
て
市
場
実
勢
価
格

と
の
乖
離
を
把
握
、「
調
査

実
施
小
委
員
会
」
で
は
医
療

経
済
実
態
調
査
を
実
施
し
て

病
院
の
経
営
状
況
な
ど
を
把

握
し
て
、
令
和
８
年
度
改
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
。ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
下
表
の
と
お
り
。

令
和
8
年
改
定
ま
で
の

中
医
協
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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